
 

 

 

－板書型指導案活用のすすめ－ 
 
                              山口県教育庁義務教育課 
 

 授業計画の必要性                            

 児童生徒に確かな学力を保障するために、授業の内容と方法を明確にし、見通

しをもって、日々の授業に臨むことが大事です。そのために作成するものが「指

導案」です。指導案には授業研究会などで用いられるもの、日常の授業で準備さ

れるものなど様々ですが、 

  ① 何を、どう学ばせるのか   → 本時の目標（主眼） 

  ② 何を、どう考えさせるのか  → 展開・発問 

  ③ 何を、どうまとめていくのか → 板書 

の３点は、必ず計画しておく必要があります。 

 特に、③の板書を計画することで、めあてや予想される子どもの反応、まとめ

などを整理し、授業の流れをイメージすることができます。 
 

 板書型指導案とは                            

 日々の授業計画の方法の一つに、「板書型指導案」があります。この「板書型

指導案」は、授業での板書計画を中心に、実施する授業の見通しを明確にしたも

のです。 

 ＜板書型指導案の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①主眼】 

「○○する活動を

通して、○○が理解

できる」のように活

動と学習内容をセッ

トにして、本時の授

業の核心を、子ども

の姿で書き記しま

す。 

【②展開・発問】 

一斉指導、ペアワークやグループワークなど学習形態の工

夫や、子どもの学習活動を促す指示や思考を深める発問を書

きます。また、予想される子どもの反応やそれに対する手立

てを整理しておくことで、授業展開を明確にしておきます。 

【その他の項目】 

「主体的・対話的で

深い学び」の視点から

の指導上の留意点や

評価など、必要な項目

を書き出して、授業で

できたかを振り返り

ましょう。 

【③板書】 

「板書型指導案」の最も必要な要素である板書計画を書

きます。授業の「めあて」や「まとめ」、構想している授

業展開、予想される児童生徒の意見などを、構造的に、明

確に表すようにします。 



 板書型指導案の活用                           

○指導案を日常的に作成し修正することで、授業づくりのスキルを高めましょう 

特別な授業のときだけ指導案を作成するのではなく、日常的に作成しましょ

う。その成果は以下のとおりです。 

① 毎時間のぶれない授業づくり、つながりのある授業づくりができます。 

② 授業中の子どもの発言や反応、授業後の反省を書き込むことで授業記録

として活用し、授業を振り返る力を付けることができます。 

③ 教材分析、子どもとの関わり方などを見直し、授業を修正することで、

授業のスキルアップに結び付けることができます。 

 

○形式は使いやすいもので構いません 

板書型指導案に決まった形式はありません。自分が一番使いやすい形で続け

ましょう。また、作成について、パソコン作成が苦手な方はノートを利用する

など、工夫してみましょう。【図１】 

    

○指導に応じて進化させていきましょう 

 授業の形態に応じて形式を進化させましょう。例えば、複式学級では、枠を２

つに分けて、それぞれの学年の学習展開と、指導者の「わたり」についてまとめ

ることで、指導者の動きを明確にすることができます。【図２】 

また、技能教科においても活用できます。例えば、体育の陸上競技の授業では、

グラウンドを真上から見た図をかいて、子どもや指導者の立ち位置や動きを整理

したり、活動中の指示や大切な用語の提示などについてまとめたりして、授業の

流れを確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「授業をひらく」ために活用しましょう 

授業力を付けるためには、よい授業をたくさん見る、自身の授業を多くの先

生に見てもらうといった「授業をひらく」ことが一番の近道です。そして、協

議を通して多くのアイディアを得るために、板書型指導案を活用しましょう。 

キーワードは          と          です！ 
 

板書型指導案を活用して、毎日の授業改善を進めましょう！ 

【図１】 ノートの活用例 【図２】 複式学級での活用例 

 

 

 

 

 

 


